
JP 4773029 B2 2011.9.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方壁面（２２）を含んでいる幼児運搬用具を取りつけた幼児運搬用ハーネスであって
、該前方壁面（２２）が接続装置（３２，３３，４３，７５；５６－５９）により前記幼
児運搬用ハーネス（１）における隣接した胸帯（３１）に留めることができる少なくとも
一つの自由側端部（２４）を有していて、該接続装置（３２，３３，４３，７５；５６－
５９）は、前方壁面（２２）を幼児運搬用ハーネス（１）に担持するためのものであり、
かつ前方壁面（２２）と、胸帯（３１）との間で前記接続装置の下方に幼児脚用開口部を
形成するためのものである幼児運搬用ハーネスにおいて；
　該接続装置が、前方壁面（２２）に取りつけられかつ下向きに延伸しているフィンガ（
４３）を備えている雄部品（７５，４３）と、幼児運搬用ハーネス（１，３１）に担持さ
れているフィンガ受け入れ用雌部品（３２，３３）とを含んでいるフック留め具（７５，
４３；３２，３３）を含んでいるところの；
　該雄部品の上部が該前方壁面へ接続されているところの；さらに、
　該雄部品が、該フィンガの近傍少なくとも前記フィンガの自由端部領域において前方壁
面（２２）へ接続されているベース要素（７５）を含んでいることと；フィンガ（４３）
及び雌部品（３２，３３）が、前方壁面（２２）を相応する距離にわたって幼児運搬用ハ
ーネス（１，３１）に対し保持するために、少なくとも４cmの相互係合長さ（Ａ）を有し
ていることとを特徴としているところの；幼児運搬用ハーネス。
【請求項２】
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　該フック留め具が、フィンガ（４３）をフック留め具の完全に組み立てた状態に、該雄
部品へ引き寄せて自動的にかみ合わせるために作用するラッチ装置（７１，７２，３４）
を含んでいることと；該ラッチ装置は、雌部品（３２，３３）からのフィンガ（４３）の
引き抜きを可能にするために、手動で作動できるようになっていることと；を特徴とする
請求項１に記載の幼児運搬用ハーネス。
【請求項３】
　該ラッチ装置の手動で作動可能な部品（７１，７２）が該雄部品に担持されていること
と；雌部品（３２，３３）がラッチフック（５５，３４）を有していることと；を特徴と
する請求項２に記載の幼児運搬用ハーネス。
【請求項４】
　該雄部品が前面プレート（７５）を含んでいることと；該フィンガが前方プレート（７
５）の上端部に対して載置されていることと；フィンガ（４３）のプレート（７５）への
対面側が、該フィンガに沿って延在しかつ前記フィンガ（４３）の自由端部間近で終点と
なっている細長い帯板（８１）を有していることと；該帯板の第一の端部が該フィンガの
隣接する該自由端部と鋭角を形成するように斜めに切断されていることと；帯板（８１）
の第二の端部が該プレート（７５）の一部に隣接していることと；を特徴とする請求項１
～３のいずれか一項に記載の幼児運搬用ハーネス。
【請求項５】
　該雌部品がハーネスストラップ（３１）に作られた細長いフィンガが受け入れ用のポケ
ット（３２）を含んでいて、前記ポケットへの入口は、内側形状あるいは断面形状（３７
）がフィンガ（４１）と帯板（８１）との断面形状に対応しているリング状フィッティン
グ（３３）により形成されていることを特徴とする、請求項４に記載の幼児運搬用ハーネ
ス。
【請求項６】
　該リング状フィッティングが、該雄部品におけるばね式ラッチトング（７２）にかみ合
う合口を有していることと；前記リング状フィッティング（３３）は幼児運搬用ハーネス
（１，３１）にしっかりと縫いつけられていることと；を特徴とする請求項５に記載の幼
児運搬用ハーネス。
【請求項７】
　該雄部品は一方の面に、雄部品を該前方壁面（２２）に縫いつけることを可能にする格
子トング（４２）を備えていることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の幼
児運搬用ハーネス。
【請求項８】
　フィンガ（４３）及び雌部品（３２，３３）が少なくとも６cmの相互係合長さを有して
いることを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の幼児運搬用ハーネス。
【請求項９】
　独立した接続装置（５６～５９）が、選択したサイズの脚用開口部を作るために、胸帯
（３１）と前方壁面（２２）の隣接する自由側端部（２４）とを、フック留め具（４１，
４２）と幼児運搬用具（２）下部への幼児運搬用ハーネス（１）の継手との間で接続する
ようになっていることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の幼児運搬用ハ
ーネス。
【請求項１０】
　該ベース要素が、該前方壁面から横方向に延伸するプレートの形状であって、該プレー
トは近くの使用者の腕の手で気楽に握ることができるようになっていて、幼児運搬用ハー
ネスは上下するために前記ベース要素を握る手の指により作動することができるようにな
っていることを特徴とする、請求項２～９のいずれか一項に記載の幼児運搬用ハーネス。
【請求項１１】
　フック留め具の該雄部品と該雌部品とが、お互いの相互関係を示すために色別化されて
いることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の幼児運搬用ハーネス。
【請求項１２】
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　フィンガ（４３）と雌部品（３２，３３）とが約８．５cmの相互係合長さを有している
ことを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の幼児運搬用ハーネス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、請求項１の前文で規定されている種類の幼児運搬用ハーネス（baby carrying 
harness ）に関する。
【０００２】
幼児運搬用ハーネスは通常幼児運搬用具が取りつけられたハーネスが公知なものである。
用具の下部はハーネスに取りつけられ、用具は少なくとも一つの自由端部を含んでいる前
方壁面を有している。自由端部の上部は接続装置媒体を介して、ハーネスから取りはずし
かつハーネスへ取りつけることができて、その接続装置は、前方壁面をハーネスに担持す
ることと、幼児の脚受け入れ用開口部を前方壁面の自由端部と接続装置の下方のハーネス
との間に形成することとの作用をしている。接続装置は、前方壁面における下向きのフィ
ンガを有する雄部品を備えているフック留め具と、その近くに配置された、ハーネスに担
持されたフィンガ受け入れ用雌部品とを含んでいる。
【０００３】
前述のハーネスにおける問題は、幼児の脚を保持する開口部が、前方壁面の側端部とハー
ネスストラップの隣接部とにより、フック留め具と前方壁面の底部継手と間の継手部から
ハーネスへの距離に沿って形成されることである。
【０００４】
フック留め具の雄部品と前方ピースとの間の継手は前方壁面の幼児上部サポートレベルを
形成していて、そのレベルにおいて、幼児はハーネスに担持される。しかしながら、この
レベルが非常に高いと、脚開口部は大きくなり、小さな幼児の両脚が一方の脚開口部を通
り抜け、幼児が落下するリスクがある。
【０００５】
フック止め具を容易に使用することの利点を保ちつつ、単一の簡単な接続操作で迅速かつ
確実に作ることのできる脚開口部の縮小を可能にすることが望まれる。
【０００６】
本発明の一つの目的は、前方壁面のハーネスへの安全な接続が、フック留め具の形状の接
続装置の助けで達成され、さらに、前記接続をすることと合わせて、前方壁面の側端部と
ハーネスとの、脚開口部のサイズを限定するような前記前方壁面の側端部における実質的
な部品に沿った、相互接続をも達成する、幼児運搬用ハーネスを提供することである。
【０００７】
本発明は本発明により達成されている。
本発明は前述の独立請求項１に規定されている。
本発明のさらなる実施例は、前述の従属請求項により明瞭にされている。
【０００８】
本発明の好適な実施例において、フック留め具のフィンガは少なくとも２cmの実質的な長
さであって、好ましくは少なくとも３あるいは４cmである。本発明の改良に関連して少な
くとも５cmあるいは６cmのフィンガ長さが考りょされ、好適な実施例におけるフィンガは
８．５cmの長さである。
【０００９】
雌部品がポケットを含んでいて、そのポケットはほぼ垂直にかつポケットの自由端部に隣
接して延在するハーネスストラップにおいて垂直に配向されている。ポケットへの入口は
リング状フィッティング、例えばプラスチックフィッティング、により形成されてもよく
て、そのリング状フィッティングは、ポケット入口近傍におけるハーネスストラップに例
えば縫いつけられて留められている。リング状フィッティングはつけ根においてフィンガ
に対し安定した強力な支持を提供する。ポケットはフィンガを収容するべくその全長に沿
って延在していて、従ってハーネスと前方壁面とは、フィンガの端部までフィンガ長さの
全長に沿って一体に保持されている。このことは、フィンガがフィンガの長さのためにポ
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ケット／雌部品から外へ容易に飛び出さないことを保証すると共に、脚開口部のサイズを
限定することを可能にしている。使用者が椅子に座っていて、用具と幼児が使用者のひざ
（ひざ近傍の大腿部の前方）に接触する場合用具と幼児とが持ち上げられることはよくあ
る事であり、この場合ポケットの中へのフィンガの挿入はきっちりした操作であって、前
方壁面とフック留め具の雄部品とが持ち上げられても、フィンガはポケット内に残ってい
る。
【００１０】
フィンガは十分な長さなので、フィンガがポケットの中に正しく延在していない場合、使
用者は例えばフィンガの先端がポケットの入口に留められているかどうか知ることができ
る。
【００１１】
本発明のさらなる実施例において、フィンガはラッチ装置を担持しているボデーにより支
持されていて、フィンガが前記ポケットの中へ完全に挿入された場合、そのラッチ装置は
フィンガを雌部品へ自動的にかみ合わせる作用をする。ラッチ装置がばね付勢要素あるい
はボルトを含んでいて、そのばね付勢要素あるいはボルトは、リング状フィッティングの
ラッチフックに係合し、さらに、フィッティングのラッチフックを自由に通りぬけかつそ
こからフィンガを引きぬけるように、片側へ曲りあるいはたわむことが可能であって、前
記ラッチフックは使用者の指により作用される力でわきへ移動される。
【００１２】
前述の雄部品は、好ましくはほぼＵ字形のメタル補強要素を備えていて、その一方の脚は
フック留め具のフィンガを貫通して延伸し、他の脚は前記ボデーに沿って延伸しているの
で、フィンガが破損してもフック留め具の機能は維持される。Ｕ字形メタル補強要素を備
えることは、時間と太陽等への露出等との進行に供なってもろくなるプラスチック材料で
作られた、ボデー及びフィンガの場合生じるリスクを最小化している。ボデーは好ましく
は、ボデーを用具の前方壁面に縫いつけることを容易にするトングを含んでいる。トング
は、前記ボデーに一体となっている格子形状であってもよい。
【００１３】
フィンガが、好ましくは外向きに突出しているばね帯板をフィンガ全長にわたって有して
いて、そのばね帯板はフィンガの自由端部近傍で斜めに切断されており、フィンガと共に
、アンダカットを形成するようになっている。フィンガ帯板は前記ボデーに近接して配設
されている。このアンダカットが、例えばハーネスストラップへのフィンガの通過を防止
している。ばね帯板は、コーディング機能（coding function ）を達成するように、フィ
ッティングの入口開口部に一致している特殊な断面形状をフィンガに提供していて、すな
わち、フィンガが雌部品に受け入れられることが可能となるために開口部に収容される断
面形状を有していなければならない。
【００１４】
本発明による利点の一つは、接続装置が、接続操作に関連して、ハーネスと前方壁面にお
ける自由端部の上部との間における確実な接続を提供し、さらに、フィンガと受け入れ用
ポケットとの間の長い垂直な接続距離も提供し、脚開口部が適切な小さなサイズになるよ
うになっている。
【００１５】
脚開口部のサイズをさらに縮小する必要がある場合、当然のことであるが、さらなる継手
の作用でこれを達成することが可能である。このさらなる継手は、はめこみ式ストラップ
あるいはループ式ストラップから構成されていてもよくて、そのストラップの一端はハー
ネスに留められ、かつ他端は、前方壁面の側端部のボタンに留めることのできるボタンホ
ールを、フィンガ先端の下方位置に有している。
【００１６】
雌部品のフィッティングは、フレキシブルな前方壁面が幼児に対する効果的な水平なサポ
ートラインを提供するような高さレベルで安全なレベルに作られていてもよい。
【００１７】
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本発明を、例により添付図を用いて説明する。
【００１８】
図１は幼児運搬用具２を有するハーネス１を概略的に示している。ハーネス１は用具２の
フレキシブルな前方ピース２２の下部２１におけるカップリング部品１２へ着脱式カップ
リング１１により連結されるウェストベルトを備えている。
【００１９】
ハーネス１は、二つの垂直的に配向された胸帯３１も含んでいて、その胸帯３１は、使用
者の前方側に垂直的に延在していて、それぞれのカップリング１１近傍でウェストストラ
ップへ接続されている。胸帯３１は使用者の背中におけるウェストベルトへ接続される。
実施例において、ハーネス１は、フィッティング１４でハーネスの後方側に一体的に保持
されている閉ループにより形成されていて、用具の下部に接続用のそれぞれのカップリン
グ部品１１を担持する二つのアイレットを形成するようになっている。胸帯３１の上部は
、上向きに開いている垂直方向に細長いポケット３２をハーネスの前方側に含んでいて、
ポケット入口は胸帯３１にしっかりと縫いつけられたほぼリング状のフィッティング３３
により形成されている。前方壁面２２へしっかりと縫いつけられたフィッティング部品４
１が前方ピース２２の上部の側端部に格子４２と共に示されている。フィッティング部品
４１はボデー７５とフィンガ４３とを含んでいて、そのフィンガ４３は、ボデー７５の背
面側の上部に取りつけられ、かつフィッティング３３を通して近くの胸帯３１におけるポ
ケットに受容されるためにほぼ垂直下向きに延伸している。
【００２０】
近くの胸帯３１における対応するポケット３２に係合用のフィッティング部品４１が、前
方壁面２２の対向する端部に示されている。フィッティング４１，４１′は、お互いに同
一であってもよいけれど、お互いに対して面対称である。
【００２１】
ハーネスのウェストストラップはフィッティング３を有することが示されていて、そのフ
ィッティング３は、ウェストストラップの端部を斜め方向下向きかつ前方に引くことによ
り、ウェストストラップの長さを短かくすることを可能にしている。
【００２２】
図示されているフィッティング１１′は固定式継手と交換してもよく、さらにフィッティ
ング部品４１′は前方壁面２２の上部と近くのフロントストラップ３１との間で固定式フ
ィッティングに交換してもよい。最大寸法がＢで示されている脚用開口部は、カップリン
グとフック式留め具４１，３２との間の領域において、それぞれのストラップ３１と前方
壁面２２の自由側端部との間に形成されている。ボデー７５、フィンガ４３及びポケット
３２は、側端部とストラップ３１とを脚用開口部の上端部上方で、距離Ａに沿って、共に
近づけて保持するべく機能していて、その距離Ａは、フィッティング４１，４１′それぞ
れにおけるフィンガ４３の付け根に接続すると考えることのできるレベルに延在している
。破線２３は運搬用具あるいはポケットに座った幼児に関連するフレキシブルな前方壁面
２２の上部サポート限界を規定している。ボデー／ベース要素７５が、少なくとも上部（
図におけるレベル２３）と、フィンガ４３の底部自由端部に近接している位置でフィンガ
の下端部の真上とにおいて、前方ピース２２に接続されていて、フィンガとボデーとの間
に、ギャップがフィンガに沿ってフィンガとボデーとの間の接続点まで形成されるように
なっている。このギャップは、フィンガの底部端部近傍において便宜的に比較的狭くなっ
ている。
【００２３】
ハーネス３１と前方ピースの側端部とが、ポケット３２からフィンガの自由端部領域へ真
下に、一体に保持されているので、フィンガ４３が完全にポケットに挿入される場合、脚
用開口部のサイズは該当する程度に縮められる。フィンガの下端部がボデーの底部端部を
越えて下方へ自由に突出することが可能になっているので、フィンガのポケットへの挿入
は容易なものとなっている。
【００２４】
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図２，３及び４は、フィッティング部品４１がフィッティング３３に作用している場合の
、それぞれ側面図、背面図及び正面図である。
【００２５】
図５に示すように、フィッティング３３が入口リング３４を有していて、その入口リング
３４は薄い上部リップ３５を含んでおり、その薄い上部リップ３５が、ストラップ３１そ
のものと補強用カバー帯３６との間に配置され、かつ短かいシーム３８，３９によりその
間にしっかりと縫いつけられているフィッティング３３は入口リング３４の下方にフィン
ガ４３用のガイドチャンネル５１を有している。ストラップ３１とフィッティング３３の
下部とが、ポケット３２を形成するべく長手端部に沿って縫いつけられた、補強用布５２
の帯で覆われていることがわかるであろう。
【００２６】
ガイドチャンネル５１の上部は、リング３４の真下に凹部を有していて、フィッティング
部品４０の外向きに対面する側面を形成するボデー７５の底部端部へ接続される、ラッチ
トング４２の端部７１用の、実質的なラッチフックを形成するようになっている。ラッチ
トング７２は外向き方向にばね付勢され、かつほぼ上向きに延伸しているので、端部７１
がフィッティング３３のリング３４下方で把持する（図１０参照）。
【００２７】
図７に示すように、ボデー７５に対面しているフィンガ４３の側面はフィンガ４３の全長
主要部にわたって延在するばねあるいは帯板８１を有している。フィンガ４３及びその帯
板８１はＴ字形形状を有している。図７は、ボデー７５が帯板８１に沿って延伸している
ほぼカップ状のカバー要素８６を内表面に有していることも示している。帯板８１は、フ
ィンガ４３の自由端部の間近で終点となっていて、さらにフィッティング部品の間違った
例えばストラップ３１への装着を防止する作用をするアンダカット８８を有している。
【００２８】
図９に示すように、フィッティング３３の入口開口部３７の断面形状は、コーディング機
能を提供するように、帯板８１と一体化したフィンガ４３の断面形状に対応している。図
８は、帯板８１における斜めのベベルアンダカット８８をより明瞭に示している。
【００２９】
フィッティング３２におけるガイドチャンネル５１は、サポート用トング７２の自由端部
７１が外側のラッチ用位置となることを可能にする、開口部５５を有している。端部７１
が面取りされていてもよく、リング３４は、トング７２がリング３４とのラッチ係合から
不意にはずれることを防止するために対応して面取りされていてもよい。
【００３０】
図３はラッチトング７２から横方向に突出しているグリップフラップ７６を示している。
フラップ７６及びボデー４２は、ラッチトング７２をリング３４との係合からはずし、フ
ィッティング部品４１がポケット３２及びフィッティング３３の外へ持ち上げることを可
能にするために片手で一緒に握ることができる。フィンガ４３がリングの中へ完全に挿入
された後で、ばね付勢されたラッチトング７２は、ラッチ位置へ自動的に締結される。
【００３１】
図３において、ほぼＵ字形の金属要素の脚９１も示されていて、他の脚はボデー７５に固
定されている。Ｕ字形要素は、一方でフィンガ４３に対しばね作用を提供していて、他方
で、フィンガが、プラスチック材料で作られていて、もろくなったりあるいは過荷重を受
けた場合には、フィンガ４３は交換されてもよい。
【００３２】
図２～４はボデー７５が格子４２を含んでいることも示していて、その格子４２は、前方
壁面２における二枚の布層の間に格子４２を配置し、続いて格子４２を貫通するシームで
これらの布層を縫いつけることにより、フィッティング部品４１の固定を容易にする機能
を有している。
【００３３】
図１に示すように、テープ５７の一端がストラップ３１に５６において縫いつけられ、テ
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ープの他端はボタン穴５８を有していて、そのボタン穴５８は、テープを前方ピース２２
におけるボタン５９へ取りはずし可能に連結することができ、脚開口部のサイズをより限
定することができる。極端な場合、専門家が必要とする脚開口部のサイズを当時必要とさ
れた長さのフィンガ４３を用いて達成するには不都合な場合、テープ５７を使用すること
ができる。
【００３４】
図１は以下のことも示していて、幼児運搬用具２は、カップリング１１、ベルトカップリ
ング５７及びフック留め具４１，３２を開くことにより、ハーネスの少なくとも一方から
取りはずすことができて、幼児運搬用ハーネスを取り除き通常のジャケットを着せること
ができる。好適な実施例において、幼児運搬用具の両側面がハーネス１に着脱可能に接続
されていて、使用者は、前記ハーネスの右側からでも左側からでも、幼児をハーネスに載
せることも、降ろすこともできるようになっている。それぞれのフック留め具の雌部品と
雄部品とは、好ましくはそれらの相互関係を示すために彩色されている。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明の幼児運搬用ハーネスの全体図である。
【図２】　図２は、本発明のフック留め具の側面図である。
【図３】　図３は、フック留め具の背面図である。
【図４】　図４はフック留め具の正面図であって、図１に示す取りつけ部に対応するもの
である。
【図５】　図５は、フック留め具の雌形部品である。
【図６】　図６は、図５における線VI－VIで切断した概略断面図である。
【図７】　図７は、図２における線VII－VIIから見た下面図である。
【図８】　図８は、図７における線VIII－VIIIで切断した断面図である。
【図９】　図９は挿入器具あるいは雌形部品の入口である。
【図１０】　図１０はフック留め具に含まれるラッチ装置の概略側面図である。
【図１】 【図３】
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